
令和 6 年度 第１回北杜市国際交流検討委員会 議事録 
 
日時：令和６年７月２日（火） 
   午後６時３０分から午後７時１０分まで 
場所：西会議室 
 
出席者：渡部一司、武川尚志、小野光一、浅川力三、白倉久士、副市⾧、教育⾧、北杜未来部⾧、

教育部⾧ 
   （事務局）未来創造課⾧、未来戦略担当リーダー、未来戦略担当 
欠席者：石川高明 
 
【開会】 司会：未来創造課⾧ 
 
○開会挨拶（未来創造課⾧） 
 
○北杜市国際交流検討委員会について 
 ・事務局より国際交流検討委員会の設置経過及び概要の説明 
 
○委員⾧あいさつ（副市⾧） 
 
【議事：会⾧進行】 
 
○国際交流事業（マディソン郡・リッチモンド市・べリア市/抱川市）の概要・交流経過について 
 ・事務局より説明 
 
○今年度の国際交流事業について 
 ・事務局より説明 
 
【マディソン郡代表団訪問事業】 
 
事務局：令和６年度の北杜市代表団訪問事業の時期は、令和６年１０月３日（木）～１０月１１
日（金）としたいがよろしいか。 
┗異議なし。 
 
事務局：訪問団のメンバーについて、検討委員会の構成団体（（公財）キープ協会、北杜市商工会、
（一社）北杜市観光協会、（一社）八ヶ岳ツーリズムマネジメント、北杜市文化協会）及び各種団
体から選出を行いたい。その訪問メンバーについてご意見をいただきたい。 
 
┗検討委員会の構成団体から選出を行うことについて異議なし。各種団体について、べリア市は
クラフトの町のため、市内のおらんうーたん（アート・クラフト作家からなる民間団体）のよう
な、ものづくりの人たちを入れてもらいたい。（一社）八ヶ岳ツーリズムマネジメントは今回の会
議に欠席したため、訪問メンバーを選出できるか確認し、選出できないと回答があった場合は、
おらんうーたんを入れるのが良いのでは。（一社）八ヶ岳ツーリズムマネジメントを引き続き検討
委員会の委員とするか、一度要綱を見直すのが良いのでは。 
 
事務局；訪問メンバーの内、事務局は市職員 2 名の予定。そのうち１名は未来創造課から選出す
る。 
┗インバウンドの面から考えて、もう１名は観光課の職員が良いのでは。 
 
委員：中学生ホームステイ派遣事業について、職員の数が少ない学校もあるため、輪番制の学校
の組み合わせを見直してほしい。 
┗今回の派遣事業で輪番が１周するため、次回の派遣事業より見直しを検討する。 
 
【中学生ホームステイ事業】 
 
事務局：これまで同様、隔年の訪問を実施する。令和６年度は北杜市中学生を派遣、令和７年度
は米国中学生を受け入れる予定。これまで同様、ホームステイを実施する。 
┗異議なし。 
 
委員：今後のホームステイ派遣事業について、随行は教員だけでなく添乗員を検討してほしい。 



┗今回のホームステイ事業より、添乗員を１名同行させることになっている。また引率教諭につ
いては、英語教諭に限らず、語学力は問わないことにしている。 
 
【高校生による留学交流事業（甲陵高校）】 
 
令和６年３月に甲陵高校の生徒が訪問した。令和６年１０月にモデル・ラボラトリー高校の生徒
を受入予定。今年度より国際交流基金を活用する。 
┗異議なし。 
 
【抱川市文化交流事業】 
 
事務局：毎年の相互訪問を行っていたが、隔年の訪問とする。令和６年度に抱川市代表団を受入
予定、令和７年度に北杜市代表団が訪問予定。令和６年度の受入時期については、市制施行 20 周
年記念式典に参加予定。 
┗異議なし。 
 
【中学生ホームステイ事業】 
 
平成 27 年以降、中断している。現在、抱川市教育支援課で青少年財団の設立準備中で、令和６年
１２月に設立予定。令和７年度よりホームステイ事業ではなく中学生青少年交流事業を実施させ
ていきたい。 
┗山梨県と忠清北道の中学生国際交流事業では、八ヶ岳少年自然の家に滞在するため、そういっ
た施設を活用しても良いと思う。 
 
【合併 20 周年記念企画展開催事業・特別番組制作協賛事業（学術課）】 
 
事務局：浅川伯教・巧教団資料館において、市制施行 20 周年を記念し、浅川兄弟の顕彰に貢献し
た人々について紹介する企画展を開催する。UTY 特別番組「やまなし偉人伝 浅川巧」の番組制
作に協賛し、浅川兄弟の功績について広く周知する。 
┗異議なし。 
 
○その他 
 
委員：北杜市が一番交流をしているのは台中市。インバウンドを視野に入れて欲しい。台中市と
北杜市が協定を結んでいるため、交流を確認した方がよい。 
 
以上。 
 


